
2007年（平成19年）４月号 12

３月23日（金）に国際交流会館で行われた
誕生証書交付式に出席した方々

（平成19年１月届け出）
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３つの中から正しいも
のを選び、ハガキに書
いて役場企画課までお
送りください。

①鶴田中学校の今年の卒業生の人数
は何人でしょうか？
狢－100   狠－122   狡－153

②ワールズウインドウで紹介された
人は○○庄一さん。
狢－高井　狠－横井　狡－藤井

③新農業委員さんは全部で何人でし
ょうか？
狢－１４　狠－１８　狡－２０

ハガキに答え
の記号、住所、

氏名（未成年の方は保護者名も記
入）、年齢と広報に対するご意見や
ご要望などを書き添えてください。

なども大歓
迎です。全問正解者の中から、抽
選で10人の方にプレゼントを差し
上げます（月末必着）。

応募方法

マンガ やイラスト

イズに
挑　戦ク

〈３月号の回答〉
①－狢　　②－狡 ③－狠
〔３月号の当選者〕

・ﾍﾟﾝﾈｰﾑコスモスさん（妙堂崎）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑチューリップさん（妙堂崎）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑぷんたこちゃんさん（木筒）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑレララ隊長さん（木筒）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ卓球少女・Zさん（木筒）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑオレンジさん（大巻）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ松山幸平さん（公園通り）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ神成映里さん（大性）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ兎さん（派立）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑみーちゃんさん（駅東町）
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